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複 雑性尿 路感 染症 を有 する24例 にcarumonamを 投 与 し,UTI薬 効評 価基準 に準 じ得

た21例 の臨床 効果 を報 告 す る。 投与 方法 は1gを1日2回,5日 間連 日点滴静 注 し,投与 前

後 の膿尿 と細 菌 尿 の推 移 か ら効果 判 定 を行 った。 著 効2例,有 効6例,無 効13例 で あ り,

有効 率 は38.1%で あ った。細 菌学 的効 果 は全菌 種 で75.8%,グ ラム陰性 菌で は82.1%の 菌

陰性 化が 見 られ た。

副作 用 は1例 に軽 度の下 痢 が見 られ た。 臨床検 査値 の推移 で は2例 に異常 値 が見 られ,

1例 は白血球 増 多,貧 血,血 清 クレア チニ ンの上昇 が見 られ,1例 は白血球 減少 が見 られ た。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は,武 田薬品工

業株式会社 で研究開発 された単環性 β-ラクタム系抗生

物質である。本剤は β-lactamaseに きわ めて強い抵抗性

を示し,と くにグラム陰性菌に強 い抗菌力を有する とさ

れている。

今回,私達 は,武 田薬品か ら本剤の提供を受 け,複 雑性

尿路感染症例 に対 して使用する機会を得 たのでその成績

を報告する。

1.対 象 お よび方 法

1984年8月 よ り1985年2月 までの期間 に,秋 田大

学付属病院泌 尿器 科 お よび関連 施設 病 院 にお いて複

雑性尿路感染 症 と診 断 された24例 の うち,UTI薬

効評価基準1)に 準 じ得 た21例 を対象 と した。性 別 は

男16例,女5例 で,年 齢 分布 は21～79歳(平 均63。5

歳)で あ った。

複雑性尿路 感染 症 の内訳 は,慢 性 複雑 性 腎孟 腎 炎

(C.C.P.)10例,慢 性複 雑性 膀胱 炎(C.C.C.)8例,前

立 腺肥大 症術 後尿 路感 染症(P.P.U.T.1.)3例 で あ っ

た。 これ らの基礎 疾患 の 内訳 は,重 複 集計 で あるが,

神 経因性 膀胱(NB.)6例,前 立 腺肥大 症(B.P.H.)

5例,膀 胱 癌5例,腎 結 石症3例,尿 管 結石 症2例,

前 立腺 癌2例,水 腎症(子 宮 癌 お よび膀 胱癌 による)

2例,尿 管狭 窄1例 であ った。また カテー テル留 置例

は11例 で,そ の 経路 は尿 道7例,尿 管皮 膚 瘻2例,

腎瘻 お よび膀胱瘻 各 々1例 で あ った。

投与 方法 は,CRMN 1gを1日2回,生 食100ml

に溶解 した もの を,30～60分 間で点 滴静 注 し5日 間

連 続 投与 した。 な お,消 炎剤 や抗生 剤 の併 用 を行 っ

た症 例 は除 外 した。

CRMNの 薬効 判定 はUTI薬 効評価 基 準1)に 従 い,

6群 の疾 患病 態分 類 の各項 につ いて,カ テー テ ル に

よって採 取 した標本 の膿 尿,細 菌 尿の推 移 に よ って

著効(Excellent),有 効(Moderate),無 効(Poor)

を判 定 した。 また主治 医判 定 と して発 熱 お よび排 尿

痛 な ど の 臨 床 症 状 をUTI基 準 に 勘 案 し,著 効
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(Excellent),有 効(Good),や や 有 効(Fairly

good),無 効(Poor)の4段 階 に分類 した。

副作用 の検 討 はCRMNを 投 与 した24例 に お い

て,自 他覚 的副作 用の有 無 と,本 剤投 与 前後 の臨 床

検査成績 の推移 につ いて検 討 した。

2.成 績

症例の内容 お よび薬 剤投 与前 後 の成績 と薬 効評 価

基準に従い分類 した群 別臨 床効 果 を それぞ れTable

1,2に 示 した。

21例 の うち単 独感染 は13例 で あ り,その 内訳 は1

群のカテーテル留 置例 は7例,2群 の 前立 腺肥 大 症

術後の前立腺 床炎 は1例,3群 の その 他 の上 部尿 路

感染症1例,4群 の その他 の下 部 尿路 感 染症4例 で

あ った。混合 感 染 は8例 に見 られ,5群 の カ テー テル

留 置例 は4例,6群 の カテ ー テル非 留 置例 は4例 で

あ った。結局 これ ら21例 の うちカ テーテ ル留置 例 は

11例52.4%,カ テー テル非留 置例10例47.6%で あ

り,ほ ぼ半 数 ずつ を占 めた。

次 ぎ に群 別 で の有 効率 を見 る と,1群 の7例 で は,

著効 例 は な く,有 効2例,無 効5例 で有 効率 は28.6

%で あ った。2群,3群,4群 の6例 の うち,4群 の

2例 に著 効 を認 め,そ の他 は3例 が有効,1例 は無 効

で あ り,単 独感 染13例 の有 効 率 は53.8%で あ った。

混合 感 染8例 に おい て は,5群 の4例 は全 て 無効 で

あ り,ま た6群 の4例 で も1例 は有 効 を示 した が残

り3例 は無効 で あ り,混 合 感染 で の有 効 率 は12.5%

で あ った。

Table 2 Overall clinical efficacy of carumonam classified by the type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of carumonam in

complicated U. T. I.
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総括 す る と,21例 中著効2例,有 効6例,無 効13

例 で あ り有 効率38.1%で あ った。また カテー テル留

置例11例 の有効 率 は18.2%(2/11)と 低 いが,カ テ

ー テル非 留置例10例 の有 効率 は60%(6/10)で あっ

た。

主 治医判 定 に よる効果判 定 は著効3例14.3%,有

効5例23.8%,や や有 効7例33.3%,無 効6例28.6

%で あ り,や や有効 以上 は71.4%で あった。

次 ぎに膿尿 と細 菌尿 の関係 はTable3に 示 したが,

まず膿尿 の推移 で は,正 常 化 した もの2例9.5%,改

善 した もの3例14.3%,不 変 で あ っ た も の13例

76.2%で あ り,膿 尿 の改 善率 は不 良で あ った。 次 ぎ

に細 菌尿 に対 す る効果 は,陰 性 化 した もの7例33.3

%,減 少 はな く,菌 交代 を示 した もの8例38.1%で

あ り,不 変 は6例28.6%で あ った。す なわ ち細 菌 の

除菌率 は71.4%で あ り,細 菌 尿の 改善率 は膿尿 の改

善 率 よ りもす ぐれて いた。

尿 中 分離株 お よび細 菌学 的効果 はTable4に 示 し

た。17菌 種33株 が分離 され,そ の うちグ ラム陽性菌

Table 4 Bacteriological response to

carumonam in complicated

U. T. I.

は4菌 種5株 ・ グ ラム陰 性菌 は13菌 種28株 が検出

された。 グ ラム陰 性菌28株 の うちPseudomnas属

が最 も多 く検 出 され,そ の う ちP.aerugihosaは7

株 で あ った。次 ぎにSerratia5株,Escherichiacoh

3株,Klebsielh2株,Enterobacter2株,そ の他2

株 が検 出 され た。細 菌 学的効 果 は,グ ラム陽性菌5株

中Staphylococcus aureus1株,Enterococcus

faecaliｓ2株 は不 変 で あ っ たが 他 の2株 は陰性化 し

た。 次 ぎにグ ラム陰 性菌 では,1(lebsiella,E、coli,

Entrobacter,MOrganella,Acinetobacterの10株 は

す べ て陰 性 化 が見 られ た。 しか しAeudomoms属

13株 中Paeruginosa3株 とPputida1株,さ らに

Semtia5株 中1株 は陰性 化 が見 られなか った。す

なわ ち グ ラ ム陰 性 菌 に対 す る効 果 は28株 中23株

82.1%は 陰 性化 が 見 られ,ま た全菌種33株 では25

株75.8%が 陰 性化 した。

投 与後 の 出現菌 はTable5に 示 したが,6菌 種10

株 が検 出 され,こ の うちグ ラム陽性 菌は8株 と大多

数 を 占め た。

副作 用 は本 剤 を投 与 した24例 で検討 を行 ったが,

1例 に投 与後1日 目で軽 度 の下 痢 を訴 えたが整腸剤

にて改善 した。

臨 床 検査 成 績 の推 移 で は2例 に異常 を認めた。1

例 は白血球増 多(WBC5000→13,000/mm3),貧 血

(RBC407→289×104/mm3,Hb11.7→8.39/d),

血 清 ク レア チニ ンの上 昇(1.6→6.5mg/dl)で あ

り,4週 間後 の追 跡調 査 は いずれ も投与前値に回復

した。他 の1例 は白血球減 少(5,900→2,500/mm3)

であ り,7日 後 の追跡 調査 で は3,000/mm3に 回復 し

た(Table6)。

Table 5 Strains appearing after carumonam

treatment in complicated U. T. I.
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3.考 察

抗 菌 剤 の 開 発 が 最 近 活 発 に進 め られ る 中 で,

CRMNは 国産 と しては,初 めて研 究 開発 され た単

環性 β-ラ クタ ム系抗生 物質 で あ る。

本 剤の特 徴 は グラム陰性 菌 に強 い抗菌 力 を示す こ

とであ り,Citrobacter freundii, E. cloacae, S.

mrcescens, さ らにP. aeruginosaに も殺 菌 的 に作

用 し,広 範 囲 の 抗 菌 ス ペ ク トル を もっ て い る。 ま

た β-lactamaseに きわ めて強 い抵抗性 を示 し,他 の

β-ラ クタ ム剤耐 性 菌 に も抗 菌 力 を有 す る と され て

お り,注 射 によ り速 やか に高 い血 中濃 度が 得 られ,

大部 分 が活性 体 の ま ま主 と して尿 中 に排 泄 され る2)。

それ故尿 路感染 症 に対 す る抗 菌剤 として特 に期 待

され得 る薬 剤 の1つ であ るが,前 述 の成績 の如 く,

その有 効率 は38.1%と や や低 い結 果 であ った。これ

らの原因 は留置 カ テー テル例 が過 半数 を占め た こ と

や,PmdomOms属 の検 出 され た例 が 多 数 を 占 め

た ことに よる と推察 され た。

しか しなが ら細 菌 学的効 果の 点で見 る と,本 研 究

中 に分 離 され た33株 の う ち25株75.8%は 陰 性 化

が見 られ,こ の中で もグラム陰性 菌 に対す る効果 は

28株 中23株82.1%に 陰性 化が見 られた。 と くにE

coli, Klebsiella, Enterobacter, Citrobacter,

M∂rganella, Acineto6acterの10株 は100%の 陰 性

化 で あ り,ま た 従 来 よ り難 治 性 を 示 し て い る

Pseudomonas属 に 対 し て も13株 中8株61.5%,

Sermtiaに 対 して も5株 中4株80%の 陰性 化を示

した。

以上 の如 く細 菌学 的効 果 はす ぐれ ていたものの,

膿 尿 と細 菌尿 との 関係 で は膿 尿 の改善 率 は23.8%

と不良で あ り,細菌尿 の陰菌率 は71.4%と 良好であっ

た。 これ らの傾 向 は複 雑性 尿路 感染症 に対 する他抗

生 物質使 用 時 の成績 と類似 してい る と推察 される。

副作 用はCRMN投 与 後1例 に軽 度の下痢を認めた。

また臨床 検査成 績 の推移 で は1例 に白血 球増多,貧

血 お よび血清 クレア チニ ンの上 昇 を認 めたが4週 間

後 に投与 前値 に 回復 した。 また1例 に軽度 白血球減

少 を認 めた。第33回 日本 化学療 法学会西 日本支部総

会 での本 剤 の新薬 シ ンポジ ウム副作用集計3)に よる

と,赤 血 球減 少0.5%,白 血球 増多0.4%,白 血球減

少0.6%,血 清 クレアチ ニ ン上昇0.3%と きわめて少

な く,安 全 性 の高 い薬 剤 と推察 され る。
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Carumonam was administered to 24 patients with chronic complicated urinary tract infections for
5 days at a daily dose of 1 g by i.v. injection. Following the criteria proposed by the Japanese UTI
commitee, 21 cases were evaluable.

The overall clinical efficacy of carumonam was excellent in 2, moderate in 6 and poor in 13 cases,
the overall efficacy rate being 38.1%.

Bacteriologically, 33 strains were isolated before treatment and the following results were
obtained; 25 strains were eradicated and 8 persisted.

No side effects were observed except for 1 case of transient diarrhoea.
Laboratory tests showed, a transient increase in WBC, anemia and serum-creatinin elevation in one

case, and slight leukopenia in another.


